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図 面 一 覧 表
№ 図 面 名 称 摘 要 № 図 面 名 称 摘 要

1

2

3

4

5

6

7 - 1

7 - 2

8 - 1

8 - 2

9 - 1

9 - 2

1 0 - 1

1 0 - 2

1 1 - 1

1 1 - 2

1 2 - 1

1 2 - 2

1 2 - 3

1 3 - 1

1 3 - 2

1 3 - 3

1 3 - 4

０ 号 組 立 マ ン ホ ー ル

１ 号 組 立 マ ン ホ ー ル

２ 号 組 立 マ ン ホ ー ル

３ 号 組 立 マ ン ホ ー ル

楕 円 １ 号 組 立 マ ン ホ ー ル

外 副 管 付 マ ン ホ ー ル

内 副 管 付 マ ン ホ ー ル

イ ン バ ー ト 施 工 図

イ ン バ ー ト 施 工 管 理 図

下 水 道 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 リ ブ 付 小 型 マ ン ホ ー ル

下 水 道 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 小 型 マ ン ホ ー ル

下 水 道 用 レ ジ ン コ ン ク リ ー ト 製 小 型 マ ン ホ ー ル

〃 （ 管 き ょ 勾 配 3 0 ‰ 以 上 , 高 所 流 入 ）

取 付 管 標 準 横 断 面 図

〃 （ 人 孔 取 付 用 ）

建 込 簡 易 土 留 土 留 工 法 標 準 図

軽 量 鋼 矢 板 設 置 標 準 図

木 矢 板 設 置 標 準 図

舗 装 復 旧 工 標 準 断 面 図 一 般 市 道 部 1 , 2

〃 一 般 市 道 部 3 , 4

一 般 市 道 部 5 , 6

一 般 市 道 部 7

一 般県 道部 ,主 要地 方道

道 路 占 用 復 旧 工 事 に 伴 う 路 面 表 示

〃

〃

1 3 - 6

1 4 - 2

1 4 - 3

1 4 - 1

試 験 掘 削 標 準 図

〃

〃

〃

一般市道部１
(W=0.5m,L=1.0m,H=1.0m以下)

一般市道部２
(W=0.5m,L=1.0m,H=1.0m以下)

一般市道部１
(W=0.5m,L=1.0m,H=1.0mを超え1.5m以下)

一般市道部２
(W=0.5m,L=1.0m,H=1.0mを超え1.5m以下)

1 4 - 4人 孔 芯 （ １ 号 、 楕 円 、 小 型 ）

1 3 - 5 舗 装 復 旧 工 標 準 断 面 図

7 - 3

飛 散 防 止 板

〃 県 道 歩 道 部

ス リ ム 内 副 管 付 マ ン ホ ー ル

7 - 4

ス リ ム 内 ・ 内 副 管
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内径750mm円形人孔標準構造図
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1 .足 掛 け金物は 、下 流 側に 設 置す る。

3
0
0

2 . 2 箇 所以 上 削孔 する 場合 、 及び 部 材端 部から削 孔部 ま での 間 隔を 内 面側 で 1 0 c m 以上 確保 す る。

1 0 c m 以
上
確
保

削孔 間 隔

ま た、 割 込み 人孔等で 馬て い 削孔 を した場合 は、 防 護コ ン クリ ー トを 施工する こと 。

１
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け
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1
7
0

人
孔

深

鉄 蓋

底
版

厚
2
0
0

底版

上塗モルタル厚 2cm

固定金具
無収縮モルタル

イ ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト
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底版幅（砕石基礎幅）

600
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記

特 1 .足 掛 け金物は 、下 流 側に 設 置す る。
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1 0 c m 以
上
確
保

削孔 間 隔

2 . 2 箇 所以 上 削孔 する 場合 、 及び 部 材端 部から削 孔部 ま での 間 隔を 内 面側 で 1 0 c m 以上 確保 す る。

ま た、 割 込み 人孔等で 馬て い 削孔 を した場合 は、 防 護コ ン クリ ー トを 施工する こと 。
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項

事

記

特
内径1200mm円形人孔標準構造図

インバートコンクリート

上塗モルタル厚 2cm
下流
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1 . 足 掛 け金物は 、下 流 側に 設 置す る。

1 0 c m 以
上
確
保

削孔 間 隔

2 . 2 箇 所以 上 削孔 する 場合 、 及び 部 材端 部から削 孔部 ま での 間 隔を 内 面側 で 1 0 c m 以上 確保 す る。

ま た、 割 込み 人孔等で 馬て い 削孔 を した場合 は、 防 護コ ン クリ ー トを 施工する こと 。
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内径1500mm円形人孔標準構造図

可とう継手
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底版

底版幅（砕石基礎幅）

1500

上塗モルタル厚 2cm
下流

インバートコンクリート

1 .足 掛 け金物は 、下 流 側に 設 置す る。

3
0
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1 0 c m 以
上
確
保

削孔 間 隔

2 . 2 箇 所以 上 削孔 する 場合 、 及び 部 材端 部から削 孔部 ま での 間 隔を 内 面側 で 1 0 c m 以上 確保 す る。

ま た、 割 込み 人孔等で 馬て い 削孔 を した場合 は、 防 護コ ン クリ ー トを 施工する こと 。

４

（３号組立マンホール）
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可 と う 継 手 可 と う 継 手

ス テ ッ プ

イ ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト

上 塗 モ ル タ ル 厚 2 c m
下 流

内径600×900mm人孔標準構造図

砕 石 基 礎

底 版

6 0 0 × 9 0 0 ( 楕 円 )

調 整 リ ン グ

斜
壁

上 流

6 0 0

底 版 幅 （ 砕 石 基 礎 幅 ）

1 . 足 掛 け金物は 、下 流 側に 設 置す る。

3
0
0

削 孔 間 隔

2 . 2 箇 所以 上 削孔 する 場合 、 及び 部 材端 部から削 孔部 ま での 間 隔を 内 面側 で 1 0 c m 以上 確保 す る。

ま た、 割 込み 人孔等で 馬て い 削孔 を した場合 は、 防 護コ ン クリ ー トを 施工する こと 。 （楕円１号組立マンホール）
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６

内径 7 5 0 m m 円 形人 孔 人孔 芯標 準図

内径 3 0 0 m m 円 形小 型人 孔 人孔 芯標 準図

317

600

40 115

上流下流

０号人孔・１号人孔・楕円人孔

内径 9 0 0 m m 円 形人 孔 人孔 芯標 準図

上流下流

Ｗ

W/2 W/2

内径300㎜円形小型人孔

φ600蓋外径：634

０号：357

１号：432

楕円：582

265

内径 6 0 0 × 9 0 0 m m 楕 円人 孔 人孔 芯標 準図



スリム内副管付マンホール

（参考図）
記

特

項

事

７ - １

基礎砕石

マンホール可とう継手

スリム内副管継手(点検口付)

1.5～3.0ｍ 2箇所
3.0～4.5ｍ 3箇所

～1.5ｍ 1箇所

支持金具（参考）

スリム内副管継手用エルボ

基礎砕石

スリム内副管継手用立て管
L=1000,2000

45°

９０°大曲エルボ（ＤＶ継手）

スリム内副管ＶＵ変換ソケット

会合角度が小さい場合

スリム内副管継手用立て管

立
上

管
長

(h
)
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インバート加工部分

内副管付マンホール（参考図）

（貼付型）
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ＶＵ短管

φ200㎜ 0.165

1.5～3.0ｍ 2箇所
3.0～4.5ｍ 3箇所
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0.1650.1500.170 0.161

φ250㎜ φ200 0.216 0.196 0.206 0.200 0.2160.196

７ - ２



外副管付マンホール（参考図）
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ＶＵ短管

90°支管

0.128cm

９０°大曲エルボ（ＤＶ継手）

φ150㎜

記

0.128cm

特

▼ｲﾝﾊﾞｰﾄ天端

副管管低高の設定

下がり

0.114cm

ｲﾝﾊﾞｰﾄ天端より副管径の1/2下がりとする。

▼副管径の1/2

1 . 上 流 管きょと 下流 管 きょ の 管低 差が 6 0 c m 以上 の 時 に施 工する。

７ - ３



飛散防止板（参考図）記

特

項

事

７ - ３



3.上記以外のインバートの施工は監督員と協議してから施工する。

1.段差が60ｃｍ以下の時、インバートは最大値で5ｃｍで擦り付ける。

項

事

記

特

の高さは監督員と協議すること）

（本線流量が多い路線へ流入する場合

より１／２下がりを標準とする。

流入管の管低高はインバート天端

（維持管理作業のスペースを確保する）

※流入管がない場合

※流入管が想定される場合

流入部

曲がり部

曲がり部
（管径が異なる場合、ｲﾝﾊﾞｰﾄ高さは監督員と協議）

起点部、中間部

2.段差が60ｃｍ以上の時、副管を設置する。

起点部、中間部

インバート施工図（参考図）
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０
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大

５
cm

10° (5
7m

m
)

管径の1/2

８ - １
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5
7
mm

10° 10°

断面図（高さの管理）平面図（幅の管理）

1
25

mm

ｲ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ ﾄ

定規

例：１号マンホール内径２５０mm塩ビ管中間点インバート

インバート施工管理図（参考図）

１．施工管理箇所数

250mm

４．インバート施工例

２箇所

管理数

４箇所

３箇所

５箇所以内

新設人孔数

１０箇所を超えた場合

１０箇所以内

１）ｲﾝ ﾊ ﾞ ｰ ﾄ施工状況（ｺﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ打設とﾓ ﾙ ﾀ ﾙ塗り）の写真撮影

２．管理方法

３．管径別ﾏﾝﾎｰﾙのｲﾝﾊﾞｰﾄ高

２）完成後の写真撮影

８ - ２

管径（mm）

４８m m

1号人孔
ｲﾝﾊﾞｰﾄ高

φ４００

φ３００

５７m m

φ３５０

５３m m φ６００

３５m m

２６m m

φ４５０

４４m m

φ５００

４０m m

φ２５０

φ２００

管径（m m）

６２m m

1号人孔
ｲﾝﾊﾞｰﾄ高

φ１５０ ６６m m

0号人孔
ｲﾝﾊﾞｰﾄ高

0号人孔
ｲﾝﾊﾞｰﾄ高

３５mm

４４mm

４０mm

４８m m

５３m m ３０mm

―

―

―

楕円人孔
ｲﾝﾊﾞｰﾄ高

２２mm

３１mm

２６mm

３５mm

４４mm
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曲げ規制リング

沈下防止板

VU300
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立上り管
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H

下水道用硬質塩化ビニル管

φ300

2
5
5

1
5
0

{200-300}

曲げ規制リング

322 360

内径300mm円形小型人孔(参考図)

（塩ビ製、本管φ200mm）

記

特

項

事

リブ付小型マンホール

９ - １



内ふた

沈下防止板

VU300

立上り管

保護ふた

H
-
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5

H

下水道用硬質塩化ビニル管

φ300

2
5
5

1
5
0

内径300mm円形小型人孔(参考図)

（塩ビ製、本管φ200mm）

記
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項
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小型マンホール

９ - ２

インバート（底塊）

φ200

硬質塩化ビニル管



内径 3 0 0 m m 円 形小 型人 孔 （参考 図 ）

（ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製、本管φ200mm）

流入側アダプタ

土
被

り

人
孔

深
：

Ｈ

3
00

(2
0
0)

560 or 750

掘
削

深
さ

直接ふた

1 . 管 径 φ 1 5 0 、 φ 2 0 0 の良 質 地盤 に は底 版 φ 5 6 0 を 使 用す ること。

中間壁 H=300（H=100,150,300,400,500,600,900）

1
50

底版ブロック H=70

1
4
0

330

1
1
0

ソケットリング３０（標準タイプ）

ソケットリング３０（中蓋タイプ）

460

インバート付底部ブロック H=370

ソケットリング３０（標準タイプ）

無収縮モルタル

上部壁 H=200

砕石基礎

流出側アダプタ

記

特

項

事

中間壁 H=400（H=100,150,300,400,500,600,900）

下水道用レジンコンクリート製

小型マンホール

１ ０ -１

2 .管 径 φ 2 5 0 、 ま たは 軟弱地盤 には 底 版 φ 7 5 0 を 使用 す るこ と。

3 .管 径 φ 2 5 0 の 時 には 、管取付 壁 H = 3 9 0 , ｿ ｹ ｯ ﾄ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ φ 4 1 0 , 異 径中 間 壁 H = 8 0 を使用す るこ と 。



内径 3 0 0 m m 円 形小 型人 孔 （参考 図 ）

（ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製、本管φ200mm）

記

特

項

事

管 きょ 勾 配が 3 0‰ を超 え る 場合

Ｖ Ｕ - リ ブ パ イ プ 変 換 継 手

Ｖ Ｕ - リ ブ パ イ ブ 変 換 継 手 Ｖ Ｕ - リ ブ パ イ プ 変 換 継 手

流 出 側 ア ダ プ タ 流 入 側 ア ダ プ タ

Ｖ Ｕ - リ ブ パ イ プ 変 換 継 手

高所流 入（ 落 差工 ）

底 版

底 版

下水道用レジンコンクリート製

小型マンホール

１ ０ -２
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1.取付管設置位置については土地所有者等に充分確認をしてから設置すること。

2.取付管の先端に杭または鋲を設置すること（杭と鋲は水道局にて支給）

3.取付管道路部分の管上30cmまたは路盤下に、管明示シートを埋設すること。

取付管標準横断面図（参考図）

（取付管φ150VU）

1
0
0

2
0
0

50cm～1m

3
0
0

掘削幅

道路幅

1
,
0
0
0
m
m
以

上

掘
削

深
1
,
5
0
0

官
民

境
界

1
0
0

1
0
0

（道路部分の管上30cm、又は路盤下に埋設する）

掘削幅

良質発生土埋戻

砂
基

礎

掘
削

深

再生密粒度アスコン

1
:

0
.
1

1
0
0

D
1
0
0

再生砕石

粒調砕石

1
:

0
.
1

VU150

10‰以上

（θ＝0,15,30,45,60,75）

90度支管φD×150

自在曲管 150×θ°

汚水本管φD

取付管標準横断面図 取付管布設工標準断面図

埋戻a

汚水管

自在曲管

止水キャップ

埋戻a

止水キャップ

汚水管

塩ビ管又はリブ管 ヒューム管

砂基礎

支管

官
民

境
界

民地内の取付管の長さは1ｍとするが、

状況に応じて施工する場合は監督員と

協議し決定する。

← 取付管 VUφ150 10‰以上

支管

埋戻ｂ

取
付

管

良質発生土埋戻

機 械

締 固 め

機 械

人 力

機 械

タンパー、人力

施工幅１ｍ未満

施工幅１ｍ以上４ｍ未満タンパー、振動ローラ

タンパー

タンパー
c

a

ｂ

摘 要区分 投 入

人 力

人 力

人 力機 械

敷き均し

管明示ｼｰﾄ 管明示ｼｰﾄ

50cm～1.0m

杭または鋲

標 準 間 隔 1 ｍ 以 上

本 管

取 付 管 位 置取 付 管 位 置管
頂 1 2 0 ° 間 に 取 付

１ １ - １

再生密粒度アスコン

粒調砕石

再生砕石

4.舗装構成については、舗装復旧工標準断面図（別紙）に基づき施工すること。



50cm～1.0m

事

取付管布設標準図（人孔取付）

汚水本管φD

特

項

記

10
0
0
m
m
以

上

10‰以上

VU150

公 道民 地杭または鋲

（道路部分の管上３０ｃｍ又は路盤下に埋設）

管明示シート

d

2

d1

Ｚ1

d'

Ｒ

A

マンホール用可とう継手

a

Ｚ（
内

副
管

を
設

置
す

る
） V

U
1
0
0

管
底

差
(
H
)

60
cm

以
上

の
時

立
上

管
長

(h
)

９０°大曲エルボ（ＤＶ継手）

d'

d1

砕石基礎 RC 40-0

Z1-

2

取 付管 に よる 人孔 取付 は 、内 副管を標 準と す る。

（ 内副 管 によ る取付が 出来 な い場 合 は、監督 員と 協 議す る こと ）

取付管人孔取付（内副管）

１ １ -２

50cm～1.0m

汚水本管φD

10
0
0
m
m
以

上

10‰以上

VU150

公 道民 地杭または鋲

（道路部分の管上３０ｃｍ又は路盤下に埋設）

管明示シート

マンホール用可とう継手

（
内

副
管

を
設

置
す

る
）

管
底

差
(
H
)

60
cm

以
上

の
時

砕石基礎 RC 40-0

取付管人孔取付（スリム内副管）
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h4

汚水本管

掘
削

深

スピンドル

断面図

スライドレール

掘削幅

GL

Hスライドレール

汚水本管

（ ｽ ﾗ ｲ ﾄ ﾞ ﾚ ｰ ﾙ 方式 、 縦梁 ﾌ ﾟ ﾚ ｰ ﾄ 方 式）

建込 み 簡 易 土留 工法 標準 図（ 参考 図 ）

(3000)

2500

スライドレール方式（クリングスシステム）

パネルスピンドル

掘
削

幅

縦梁

汚水本管
(3000)

2500

縦梁プレート方式（シーティングプレートシステム）

パネル切梁

掘
削

幅

スライドレール方式

h
3

h1
h2

汚水本管

掘
削

深

切梁

掘削幅

GL

H

縦梁プレート方式

h
3

h
2

h
1

2
0
0
～

3
0
0 先 堀 り

3 , 0 0 0 3 , 0 0 0

1 5 , 0 0 0

1
0
0
0

5
0
0

2
0
0
～

3
0
0

2
0
0
～

3
0
0

先 堀 り

1 . 建 込 み簡易土 留工 法 の施 工 は、 1 スパ ン 1 5 ｍ とす る 。

2 .現 道 上及び周 辺に 構 造物 が ある 場合は 0 . 5 m 先 堀 りし、土 留材 を 建込 み なが ら掘削す る ( そ れ以 外 1 . 0 m )

3 . 標 準 横断図に 基づ き 一層 2 0 c m 毎 に 埋戻 し、敷均 し を行 う 。

4 .所 定 の厚さま で埋 戻 した 後 、パ ネルを一 層分 づ つ引 抜 き入 念 に締固め る。

ＧＬ

１ ２ -１
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腹起し

切り梁

断面図

ＧＬ

軽量鋼矢板

軽量鋼矢板設置標準図（参考）

平面図

腹起し

切り梁

軽量鋼矢板設置標準図（参考）

軽量鋼矢板

5 0 0 2 5 0 0 5 0 0 2 5 0 0 5 0 0

3 0 0 0 3 0 0 0

軽 量鋼矢板

〔 切 り 梁 〕 太 鼓 落 し 長 さ 3 . 0 ｍ 末 口 1 2 c m 使 用 回 数 5 回

〔 軽 量 鋼 矢 板 〕 矢 板 長 3 . 5 ｍ ま で 幅 2 5 0 m m

〔 腹 起 し 〕 太 鼓 落 し 長 さ 3 . 0 ｍ 厚 さ 1 5 c m 使 用 回 数 1 0 回

1 . 軽 量 鋼 矢 板 土 留 工 法 の 施 工 は 、 1 ス パ ン 1 5 ｍ と す る 。

2 . 矢 板 を 打 ち 込 み な が ら 掘 削 し て い く こ と 。

3 . 切 り 梁 、 腹 起 し 材 は 設 計 書 に 定 め ら れ た 形 状 以 上 の 物 を 使 用 し 、

腐 食 ・ 虫 食 い 等 の な い も の を 吟 味 し 使 用 す る こ と 。

4 . 標 準 横 断 図 に 基 づ き 一 層 2 0 c m 毎 に 埋 戻 し 、 敷 均 し を 行 う 。

5 . 所 定 の 厚 さ 分 を 埋 め 戻 し た 後 、 矢 板 を 一 層 づ つ 引 抜 き 入 念 に 締 め 固 め る こ と 。

2
0
0
～

3
0
0

軽 量鋼 矢 板

1 5 , 0 0 0

ＧＬ

１ ２ -２

（ 切 り 梁 と 腹 起 し 材 の 接 続 は 、 外 れ な い よ う に 固 定 す る こ と ）

根入長
20cm程度
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腹起し

切り梁

断面図

ＧＬ

木矢板

木矢板設置標準図（参考）

平面図

腹起し

切り梁

木矢板設置標準図（参考）

木矢板

5 0 0 2 5 0 0 5 0 0 2 5 0 0 5 0 0

3 0 0 0 3 0 0 0

木 矢 板

〔 切 り 梁 〕 太 鼓 落 し 長 さ 3 . 0 ｍ 末 口 1 2 c m 使 用 回 数 5 回

〔 木 矢 板 〕 矢 板 長 1 . 8 ｍ ま で 厚 さ 3 . 0 c m

矢 板 長 2 . 1 ｍ 厚 さ 4 . 5 c m 幅 2 5 0 m m 使 用 回 数 5 回

〔 腹 起 し 〕 太 鼓 落 し 長 さ 3 . 0 ｍ 厚 さ 1 5 c m 使 用 回 数 1 0 回

1 . 木 矢 板 土 留 工 法 の 施 工 は 、 1 ス パ ン 1 5 ｍ と す る 。

2 . 矢 板 を 打 ち 込 み な が ら 掘 削 し て い く こ と 。

3 . 切 り 梁 、 腹 起 し 材 は 設 計 書 に 定 め ら れ た 形 状 以 上 の 物 を 使 用 し 、

腐 食 ・ 虫 食 い 等 の な い も の を 吟 味 し 使 用 す る こ と 。

4 . 標 準 横 断 図 に 基 づ き 一 層 2 0 c m 毎 に 埋 戻 し 、 敷 均 し を 行 う 。

5 . 所 定 の 厚 さ 分 を 埋 め 戻 し た 後 、 矢 板 を 一 層 づ つ 引 抜 き 入 念 に 締 め 固 め る こ と 。

2
0
0
～

3
0
0

木 矢 板

1 5 , 0 0 0

ＧＬ

１ ２ -３

（ 切 り 梁 と 腹 起 し 材 の 接 続 は 、 外 れ な い よ う に 固 定 す る こ と ）



舗 装復 旧工 標準 断 面 図 （参考 図 ）

（φ200RP・掘削幅1.00m）

1000

1 . 発 生 土につい ては 埋 戻土 に 適し ているか を確 認 して 施 工す る こと。

良質発生土

MC30
RAs13

再生密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ(t=5cm)

粒調砕石(t=15cm)

RC40-0

RC40-0

項

事

記

特

既 設 舗装 構成と同 様の 舗 装構 成 とす る。

既 設 舗装 構成の記 録写 真 、復 旧 工法 （案 ）を 提 出し 確 認を と るこ と。

埋 戻 し土 の締固め に関 し ては 、 最適 含水 比に 近 い状 態 にし た 上で 、タンパ 等に よ る念 入りな

転 圧 を行 い、現場 測定 で の締 固 め度 が９ ０％ 程 度以 上 に保 た れる ように施 工管 理 を行 う。

RP200

1000

1車線分

本復旧予定

仮復旧

一般市道部２

（4.0≦Ｗ<6.0m）

1000

RAs13

再生密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ(t=4cm)

良質発生土

RC40-0

粒調砕石(t=7cm)

RC40-0

MC30

1000

1車線分

本復旧予定

仮復旧

RP200

一般市道部１

（Ｗ<4.0m）

4
0

7
0

5
0
0

埋
戻

し
1
0
0

管
径

1
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1
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4
0
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埋
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し

管
径

1
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1
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2 . 現 場 密度の測 定に つ いて 、 良質 発生土・ R C - 4 0 は最 大 乾燥 密 度の 9 0 % 以 上と する。

管
基

礎

管
基

礎

１ ３ -１

1 層 の 仕 上 り 厚 さ
2 0 c m 以 下

1 層 の 仕 上 り 厚 さ
2 0 c m 以 下



（φ200RP・掘削幅1.00m）

1000

良質発生土

MC30

RAs13

再生密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ(t=5cm)

粒調砕石(t=20cm)

RC40-0

RC40-0

項

事

記

RP200

1000

1車線分

本復旧予定

仮復旧

一般市道部３

（6.0m≦Ｗ）

1000

良質発生土

MC30

RAs13

再生密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ(t=5cm)

粒調砕石(t=30cm)

RC40-0

RC40-0

RP200

1000

1車線分

本復旧予定

仮復旧

一般市道部４

（12.0≦Ｗ、N5）

特
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0
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管
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既 設 舗装 構成と同 様の 舗 装構 成 とす る。

既 設 舗装 構成の記 録写 真 、復 旧 工法 （案 ）を 提 出し 確 認を と るこ と。

埋 戻 し土 の締固め に関 し ては 、 最適 含水 比に 近 い状 態 にし た 上で 、タンパ 等に よ る念 入りな

転 圧 を行 い、現場 測定 で の締 固 め度 が９ ０％ 程 度以 上 に保 た れる ように施 工管 理 を行 う。

1 .発 生 土につい ては 埋 戻土 に 適し ているか を確 認 して 施 工す る こと。

2 .現 場 密度の測 定に つ いて 、 良質 発生土・ R C - 4 0 は最 大 乾燥 密 度の 9 0 % 以 上と する。

管
基

礎

管
基

礎

舗 装復 旧工 標準 断 面 図 （参考 図 ）

１ ３ -２

1 層 の 仕 上 り 厚 さ
2 0 c m 以 下 1 層 の 仕 上 り 厚 さ

2 0 c m 以 下

1
0
0

再生粗粒As



（φ200RP・掘削幅1.00m）
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1000

良質発生土

MC30

RAs13

再生密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ(t=5cm)

粒調砕石(t=40cm)

RC40-0

RC40-0

RP200

1000

1車線分

本復旧予定

仮復旧

（12.0≦Ｗ、N6）

1000

良質発生土

MC30

RAs13

再生密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ(t=5cm)

粒調砕石(t=40cm)

RC40-0

RC40-0

RP200

1000

1車線分

本復旧予定

仮復旧

一般市道部５

1000

RAs13

再生密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ(t=3cm)

良質発生土

RC40-0

再生砕石(t=10cm)

RC30-0

1000

1車線分

本復旧予定

仮復旧

RP200

一般市道部６

（歩道部）
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既 設 舗装 構成と同 様の 舗 装構 成 とす る。

既 設 舗装 構成の記 録写 真 、復 旧 工法 （案 ）を 提 出し 確 認を と るこ と。

埋 戻 し土 の締固め に関 し ては 、 最適 含水 比に 近 い状 態 にし た 上で 、タンパ 等に よ る念 入りな

転 圧 を行 い、現場 測定 で の締 固 め度 が９ ０％ 程 度以 上 に保 た れる ように施 工管 理 を行 う。

1 .発 生 土につい ては 埋 戻土 に 適し ているか を確 認 して 施 工す る こと。

2 .現 場 密度の測 定に つ いて 、 良質 発生土・ R C - 4 0 は最 大 乾燥 密 度の 9 0 % 以 上と する。

管
基

礎

管
基

礎

１ ３ -３

舗 装復 旧工 標準 断 面 図 （参考 図 ）

1 層 の 仕 上 り 厚 さ
2 0 c m 以 下

1 層 の 仕 上 り 厚 さ
2 0 c m 以 下



（φ200RP・掘削幅1.00m）
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切砕30－0(t=16cm)

良質発生土

RC40-0

1000

本復旧

RP200

一般市道部７

（砂利道、車道部）

C30-0
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し
1
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管
径
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既 設 舗装 構成と同 様の 舗 装構 成 とす る。

既 設 舗装 構成の記 録写 真 、復 旧 工法 （案 ）を 提 出し 確 認を と るこ と。

埋 戻 し土 の締固め に関 し ては 、 最適 含水 比に 近 い状 態 にし た 上で 、タンパ 等に よ る念 入りな

転 圧 を行 い、現場 測定 で の締 固 め度 が９ ０％ 程 度以 上 に保 た れる ように施 工管 理 を行 う。

1 .発 生 土につい ては 埋 戻土 に 適し ているか を確 認 して 施 工す る こと。

2 .現 場 密度の測 定に つ いて 、 良質 発生土・ C - 3 0 は 最 大乾 燥密度の 9 0 % 以 上 とす る。

管
基

礎

１ ３ -４

舗 装復 旧工 標準 断 面 図 （参考 図 ）

1
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1 層 の 仕 上 り 厚 さ
2 0 c m 以 下



（φ200RP・掘削幅1.00m）

一般県道部

RC40-0

良質発生土
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主要地方道部
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本復旧予定

RP200

仮復旧 仮復旧

本復旧予定

RP200

良質発生土

RC40-0

MC30
RAs13

▽ Ｇ Ｌ

1 , 0 0 0 1 , 0 0 0

粒 調 砕 石 ( t = 1 5 ㎝ )

再 生 密 粒 ア ス コ ン ( t = 5 ㎝ )

再 生 密 粒 ア ス コ ン ( t = 5 ㎝ )

粒 調 砕 石 ( t = 2 5 ㎝ )
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既 設 舗装 構成と同 様の 舗 装構 成 とす る。

既 設 舗装 構成の記 録写 真 、復 旧 工法 （案 ）を 提 出し 確 認を と るこ と。

埋 戻 し土 の締固め に関 し ては 、 最適 含水 比に 近 い状 態 にし た 上で 、タンパ 等に よ る念 入りな

転 圧 を行 い、現場 測定 で の締 固 め度 が９ ０％ 程 度以 上 に保 た れる ように施 工管 理 を行 う。

1 .発 生 土につい ては 埋 戻土 に 適し ているか を確 認 して 施 工す る こと。

2 .現 場 密度の測 定に つ いて 、 良質 発生土・ R C - 4 0 は最 大 乾燥 密 度の 9 0 % 以 上と する。

（アスファルトⅠ型） （アスファルトⅡ型）

1 層 の 仕 上 り 厚 さ
2 0 c m 以 下

1 層 の 仕 上 り 厚 さ
2 0 c m 以 下

▽Ｇ Ｌ

影 響 幅 影 響 幅掘 削 部 影 響 幅 掘 削 部 影 響 幅

1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m

中 央 線

※ 本 復旧 は、車線 区分 の ある 時 は車 線、 車線 区 分の な い時 は 全幅 又は半幅 とす る 。

中 央 線外 側 線 外 側 線

舗 装復 旧工 標準 断 面 図 （参考 図 ）

１ ３ -５



（φ200RP・掘削幅1.00m）
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RP200
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RAs13
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再 生 密 粒 ア ス コ ン ( t = 4 ㎝ )
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▽ ＧＬ

1 層 の 仕 上 り 厚 さ
2 0 c m 以 下

既 設 舗装 構成と同 様の 舗 装構 成 とす る。

既 設 舗装 構成の記 録写 真 、復 旧 工法 （案 ）を 提 出し 確 認を と るこ と。

埋 戻 し土 の締固め に関 し ては 、 最適 含水 比に 近 い状 態 にし た 上で 、タンパ 等に よ る念 入りな

転 圧 を行 い、現場 測定 で の締 固 め度 が９ ０％ 程 度以 上 に保 た れる ように施 工管 理 を行 う。

1 .発 生 土につい ては 埋 戻土 に 適し ているか を確 認 して 施 工す る こと。

2 .現 場 密度の測 定に つ いて 、 良質 発生土・ R C - 4 0 は最 大 乾燥 密 度の 9 0 % 以 上と する。

１ ３ -６

舗 装復 旧工 標準 断 面 図 （参考 図 ）



項

事

記

特

参考例（復旧年月）

（下水道整備課は１）

１

3.4

各占用者ごとに記号を並べて記入する。

⑤同一掘さく箇所に異なる占用者が埋管する場合は

ついては起点及び終点とする。

④記入場所は復旧箇所の中とし延長50mを超えるものに

カラースプレー又はペンキ等で明確に記入する。

③表示は仮復旧については黄色、本復旧については白色の

②仮復旧、本復旧とも必ず表示する。

①記号の大きさは直径15ｃｍとする。

下
水

道路占用復旧工事に伴う路面表示

直径 150mm

１ ３ -７



試 験掘 削標 準図 （参 考 図 ）

（W=0.5m,L=1.0m,H=1.0m以下）
項

事

記

特

一般市道部１

（舗装幅Ｗ<4.0m、t=4cm）

１ ４ -１

良質発生土埋戻

良質発生土埋戻

機械掘削

人力掘削

4
0

6
6
0

3
0
0

500

W=0.5m,L=1.0m,H=1.0m以下
（上水道給水管、浅埋管を想定）

【断面図】S=1/20 【平面図】S=1/20

500

1
0
0
0

数量表（1箇所当たり）

舗装版切断

舗装版破砕

機械掘削

人力掘削

埋戻し

表層

【工種】 【計算表】 【数量】【規格】

(0.5*2)+(1.0*2)

0.5*1.0

0.5*1.0*0.66

0.5*1.0*0.3

0.5*1.0*0.96

0.5*1.0

3.00m

0.50m2

0.33m3

0.15m3

0.48m3

0.50m2

＊試掘の日作業量は施工実績から３箇所／日とする。

１ ． 舗装 版撤去は 現 況に 即した 積 算と し 、仮 復 旧の 舗装厚は 交通 状 況を よ く 勘案 し、決定 する こ と。

２． 埋戻 し 土の 締 固め は 、掘 削 した発 生土 を 、 タン パ等によ る念 入 りな 転 圧を 行 うこ と。

３ ． 交通 誘導警備 員を 配 置す る 場合は、 日施 工 量を 参 考に 適 切に 算出する こと 。

t≦15cm

t≦10cm,小規模

BH0.13m3,小規模

人力

小規模

t=4cm,Ras(13),W<1.4m

４ ． 掘削 時は地山 の状 況 をよ く 確認 し、 状況 に よっ ては土留 の設 置 も検 討 し、 安 全に 配慮する こ と。



試 験掘 削標 準図 （参 考 図 ）

（W=0.5m,L=1.0m,H=1.0m以下）
項

事

記

特

一般市道部２

（舗装幅4.0≦Ｗ<6.0m、t=5cm）

１ ４ -２

良質発生土埋戻

良質発生土埋戻

機械掘削

人力掘削

5
0

6
5
0

3
0
0

500

W=0.5m,L=1.0m,H=1.0m以下
（上水道給水管、浅埋管を想定）

【断面図】S=1/20 【平面図】S=1/20

500

1
0
0
0

数量表（1箇所当たり）

舗装版切断

舗装版破砕

機械掘削

人力掘削

埋戻し

表層

【工種】 【計算表】 【数量】【規格】

(0.5*2)+(1.0*2)

0.5*1.0

0.5*1.0*0.65

0.5*1.0*0.3

0.5*1.0*0.95

0.5*1.0

3.00m

0.50m2

0.33m3

0.15m3

0.48m3

0.50m2

t≦15cm

t≦10cm,小規模

BH0.13m3,小規模

人力

小規模

t=5cm,Ras(13),W<1.4m

１ ． 舗装 版撤去は 現 況に 即した 積 算と し 、仮 復 旧の 舗装厚は 交通 状 況を よ く 勘案 し、決定 する こ と。

２． 埋戻 し 土の 締 固め は 、掘 削 した発 生土 を 、 タン パ等によ る念 入 りな 転 圧を 行 うこ と。

３ ． 交通 誘導警備 員を 配 置す る 場合は、 日施 工 量を 参 考に 適 切に 算出する こと 。

４ ． 掘削 時は地山 の状 況 をよ く 確認 し、 状況 に よっ ては土留 の設 置 も検 討 し、 安 全に 配慮する こ と。

＊試掘の日作業量は施工実績から３箇所／日とする。



試 験掘 削標 準図 （参 考 図 ）

（W=0.5m,L=1.0m,H=1.0mを超え1.5m以下）
項

事

記

特

一般市道部１

（舗装幅Ｗ<4.0m、t=4cm）

１ ４ -３

良質発生土埋戻

良質発生土埋戻

機械掘削

人力掘削

4
0

1
1
6
0

3
0
0

500

W=0.5m,L=1.0m,H=1.0mを超え1.5m以下
（上水道配水管,送水管を想定）

【断面図】S=1/20 【平面図】S=1/20

500

1
0
0
0

数量表（1箇所当たり）

舗装版切断

舗装版破砕

機械掘削

人力掘削

埋戻し

表層

【工種】 【計算表】 【数量】【規格】

(0.5*2)+(1.0*2)

0.5*1.0

0.5*1.0*1.16

0.5*1.0*0.3

0.5*1.0*1.46

0.5*1.0

3.00m

0.50m2

0.58m3

0.15m3

0.73m3

0.50m2

t≦15cm

t≦10cm,小規模

BH0.13m3,小規模

人力

小規模

t=4cm,Ras(13),W<1.4m

１ ． 舗装 版撤去は 現 況に 即した 積 算と し 、仮 復 旧の 舗装厚は 交通 状 況を よ く 勘案 し、決定 する こ と。

２． 埋戻 し 土の 締 固め は 、掘 削 した発 生土 を 、 タン パ等によ る念 入 りな 転 圧を 行 うこ と。

３ ． 交通 誘導警備 員を 配 置す る 場合は、 日施 工 量を 参 考に 適 切に 算出する こと 。

４ ． 掘削 時は地山 の状 況 をよ く 確認 し、 状況 に よっ ては土留 の設 置 も検 討 し、 安 全に 配慮する こ と。

＊試掘の日作業量は施工実績から２箇所／日とする。



試 験掘 削標 準図 （参 考 図 ）

（W=0.5m,L=1.0m,H=1.0mを超え1.5m以下）
項

事

記

特

一般市道部２

（舗装幅4.0≦Ｗ<6.0m、t=5cm）

１ ４ -４

良質発生土埋戻

良質発生土埋戻

機械掘削

人力掘削

5
0

1
1
5
0

3
0
0

500

W=0.5m,L=1.0m,H=1.0mを超え1.5m以下
（上水道配水管、送水管を想定）

【断面図】S=1/20 【平面図】S=1/20

500

1
0
0
0

数量表（1箇所当たり）

舗装版切断

舗装版破砕

機械掘削

人力掘削

埋戻し

表層

【工種】 【計算表】 【数量】【規格】

t≦15cm

t≦10cm,小規模

BH0.13m3,小規模

人力

小規模

t=5cm,Ras(13),W<1.4m

(0.5*2)+(1.0*2)

0.5*1.0

0.5*1.0*1.15

0.5*1.0*0.3

0.5*1.0*1.45

0.5*1.0

3.00m

0.50m2

0.58m3

0.15m3

0.73m3

0.50m2

１ ． 舗装 版撤去は 現 況に 即した 積 算と し 、仮 復 旧の 舗装厚は 交通 状 況を よ く 勘案 し、決定 する こ と。

２． 埋戻 し 土の 締 固め は 、掘 削 した発 生土 を 、 タン パ等によ る念 入 りな 転 圧を 行 うこ と。

３ ． 交通 誘導警備 員を 配 置す る 場合は、 日施 工 量を 参 考に 適 切に 算出する こと 。

４ ． 掘削 時は地山 の状 況 をよ く 確認 し、 状況 に よっ ては土留 の設 置 も検 討 し、 安 全に 配慮する こ と。

＊試掘の日作業量は施工実績から２箇所／日とする。


